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サイ レン ト ヒ ル に まつ わる 人 
物 、 建 造物 を 詳細 に 記述 。 よ り 
世界 観 に 流 人 人 で きる 設定 を 、 余 
すこ と な く 縮 介 。 
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フロ ー チ ャ ー ト 攻略 
リー、 シ ビル 、 モ バイ ル 配 信 
の アン ディ 。 サ イレ ント ヒル に 
迷い 込ん だ 主人 公 た ち が 織 りな 
す 灰 色 の 物語 を 、 こ こ に 再現 。 
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追加 シナ リオ & イ ンタ ビュ ー 





開発 者 に よる 「 サ イレ ント ヒル 
2 1 最新 情報 を 掲載 。 次 回 作 を 
待ち きれ な い フ ァ ン に 送る 、 必 
見 の イン タビ ュー !! さら に モモ 
バイ ル G B を 使っ た [少年 編 」 の 
プレ イ も サポ ボート !! 
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引山 韻 人 @ 衣 の 広く 典 上 が り 続 ける 信 較 
キキ の 中 、 ハ リー は 奇妙 訟 感覚 に と 5 細 議 | 
め た 誰か 、 自 分 で は 区 い 得 体 の 知識 較 
も の に 動か され て いる よ 共 な 浮遊 感 。 

「 あ | 突如 、 路 上 員 現 れる 人 影 。 ハ 
リー は 反 軸 的 に ハン ドル を 急 る 、 そ し て 車 
は 崖 下 の 間 へ と 落ち て いっ た My 
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逃 じ で あげ まし ょ う 格 は 忠 ぐ と さら に ア 
クセ ル を 吹か し て 無 に 追い 越し た 。 どう 
し た の か し ら …… 際 が 重い 。 それ に 本 む 宣 
さ 。 私 は 甘 三 度 頭 を 振 う で みた 。 際 は ま 
ます 里 く な つて いい 。 な の に 、 石 手 は スー 
ッ ト ル を 緩め よう と し な い 。 私 は 必死 で 
了 も う 遅 か っ た 。 道路 の 
軸 央 に 少女 が 立っ 電 い る 性 け な け れ ば … 
… ハ ンド ル を 切っ だ 穂 が 最後 に 見 た も の は 計 
眼前 に 師 り 来る 20 


A flash of light but mOthmg changeS… 








5 静寂 に 包ま れ た 街 一 - 基 秦 知 識 一 SS 


6 …… ゲ ー ム 概要 
8 …… 霧 に 覆 わ れ た 街並み と 闇 を 秘 徹 い 行く 人 々 
14…… 赴 夢 と 現実 の 境界 に 現れ た 街 
15 電 ニ ee 是 天 見 え ざ る も の に 導 か れ ゆ く 男 一 ハリ ー・ メ イッ シッ ーー 


16 …… ハ リー 編 の 全体 像 
20 …… フ ロー チャ ー ト 解析 


45 奈 -、 電 較 送 出口 を 求め 祖 懲 い 歩 く 女 


46 …… シ ビル 編 の 全体 像 
48 …… フ ロー チャ ー ト 解析 


59 悪夢 の 先 に 見 えた も の … 
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62 …… 開 発 者 イ の シ 4 ビュ ー 

















2 だ ルーペ ネッ トーー 








追加 シナ リオ & 和 イン タビ ューー 一 














静 邊 に 包ま れ た 街 - 一 基礎 知 





サイ レン ト ヒ ル で 起き 
た 怪 事件 。 そ の 真相 が 
公 に な る こと は な か っ 
た 。 い つか 誰か の 身 に 
同じ 様 な こと が 起き な 
いと も 限ら な い 。 そ の 
と き の た め に 私 は この 
メモ を 書い て いる 。 





る テキ スト を 読 交付 むと と いう シン プル が 

蜂 折 出現 する 選択 肢 を 選ぶ と 区 トー9ー が 変化 し 
て いく 。 美しい 背景 と 普 響 で 剖 され る 事 竹 め 誠 
を 、 ぜ ひび 解き 明か し て も ら 5 いた 
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ここ で は ゲー ム の 概要 に つい て RG 
2 二 の 9 
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分 岐 チ ャ ー ト を 活用 し 、 マ ル チ ス トー リー を 楽し な 


マル チ ス ト と いう と 何 度 も 同じ 上 刻 を プ ゼ ジイ 
し な けれ ば な ら な いと いっ た 印象 が ある が .、 
ー ム に は その 類 わ し さ を 解 消す る シズ ス 誠 みあ が ある 
それ が 分 岐 チャ ー ト だ ゲー ム 申 徒 SR 馬 XCT ボタ ン 
を 押す と 、 一 度 で も 見 た な さ ど の ある シー シ ジ が すべ て 
表示 され 、 そ こ に カー ソル を 合わ せる と 老 の シー ン 
か ら 開 する こと が で きる の だ 。 また 、 対象 の シー 
ン に 行く まで に た どっ た ルー ト も 表示 され る た め 
スト ー リ ー の 進行 を 再 確認 する こと も で きる 
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サイ レン ト ヒ ル に 迷い 込ん だ 父 


娘 の 物語 。 この ゲー ム の メイ ン 
と な る シナ リオ で あり 、 物 語 の 
ボリ ュー ム も 大 きい 。 


ディ シグ に よっ は 要 板 の カ ー ド を 氏 得 で きき 。 


サイレント ヒ ル ! で は 且 汐 


人 物 で あっ た シビ ル の 物語 。 彼 | 
女 の 身 に 降り か か っ た 悪夢 の ご 


と き 出 来 事 が 明らか に な る 。 
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ロー ド す る こと で プレイ 骨 に 
な る 追加 シナ リオ 。 アン ディ と 
いう 名 の 少年 が 主人 公 と な る 。 
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サイ レン ト ヒ ル 。 ア メリ カ 北 東部 に 位置 す 
る 小さ な 街 、 か つて は 観光 地 と し て 染 え た こ 
ども ある が 、 合 で は それ も 可 如 し 、 元 の 静か 
な 田舎 町 と じ で の 仔 ま ぬ を 収 り 戻し て いる . 

二 着 信仰 あ いう も の は 田舎 の 町 は よく ゆあ 
る 話 だ 。 いわ ゆる 。 % 幸 の - ト 地 だ け で 革 か ら 何 
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| 有 向 の 入る 残 條 友 全 で あっ た 。 。 
年 前 それ を MAMA 








く 男 一 ハリ ー 


上 PiwiMilvi 


フロ ー チ ャ ー ト 攻略 1 田 






人 ン ィ 
歳 。 男 性 。 執 筆 家 。 娘 
と 共に サイ レン ト ヒ ル 
へ 旅行 に 出かけ た 際 
こ 、 件 の 怪異 に 巻き 込 
まれ る 。 こ れ は 彼 が 娘 
を 助け 出 そ う と 戦っ 
た 、 そ の 記録 で ある 。 





ーー 人 


観光 が 目的 で サイ レン ト 


' ヒル を 訪れ た メイ ソン 父 
190 い oNAA0【e【o _yH Sr 
3 全 恐る べき 運命 と は …… ) 


(リー 編 概 呆 】 


全 十 仏 章 か ら 成 る ハリ ー 編 は 、 大 別 す る と AE 
の 5 つの エン ディ ング タイ プ が 用 意 され て いる 。 基本 
的 に は スト ー リ ー 中 に 表示 され る 選択 肢 を 選ぶ こと 
で 語 が 分 か れ て いく が 、 分 岐 条件 (フラ グ ) と 実際 の 
分 岐 ボ ポイ ント が 大 きく 離れ て いる ケー ス が ある の で 、 
エン ディ ング ご と に キー と な る 場所 を 覚え て お く と ス 
Se: ムーズ に プレ で きる だ あう 。 プレ イネ ーション 陣 (1 
「 サ イレ ント ヒル 」 で は 見 られ な か っ た 新た な スト ーー な りあ い 、 分 城 チ ャ 
リー 展開 が ハリ ー 編 の 最大 の 魅力 で ある 。 Wi 了 ト を 活用 する こと 






| 4 序 朋 で の 選択 が 、 後 
提 ao 
る 。 注意 し 








アレ ッ サ …」 
エン ティ ング タイ ブ A は 、 プレ イス テー ショ ン 上 A ) 思い 切っ て 
”「 サ イレ ント ヒル 』 の スト ー リ ー を ほぼ 忠実 に 再 3 2 
- し で お り 、 ハリ ー 編 の 5 つの エン ディ ング タイ ブ の 作 ye1ES2E1 に が 
中 で も 最も スタ ンダ ー ド な も の で ある 。 た だ 、 そ | 
ンー その 道程 = 
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第 十 四 章 で の 選択 が 鍵 と な る エン ディ ング タイ 

プ D。 この シナ リオ へ の 分 岐 条 件 は 少々 複雑 だ 。 
Me edNI を 選び 、 ME も 
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紫 数 か ら どれ くら い 叶 吹き 抜け る 冷気 を 受け 、 車 中 で 目覚 め 
の 時 間 が か 経っ た の か 。 た ハル リー。 ゆっ くり と 瞭 を 開く と 、 助 








手 席 に いる は ず の 愛娘 が 消え て いた 。 サイ レン ト ヒ ル 
0 アメ リカ 北東 部 に 位置 する 人 
口 約 3 万 人 ほど の 田 合 町 。 風 
4 RON 光明 婚 な 湖岸 の 観光 地 と し て 
いな く な っ た シェ リル を 探す た め 、 暑 PP 


の 街 へ 降り 立っ た ハリ ー。 は た し て 彼 
Me 0 2 2 

は どこ へ 行っ た の だ ろう か Mn 

| 王 シェ リル の 行き 先 は :… 着 の 信仰 な ど が 根 づ く 保守 的 

| 語 街 に 誰か いな いも の か :… | な 土地 柄 と し て も 知ら れる 。 


『 ど う 補 っ て る ん 中 一 』 
A) シェ リル の 委 計 名 は 


笠 》 人 回 


た が 頓挫 じ 、 現 在 で は 衰退 の 










ここ は 確か に サイ レン ト ヒ ル だ 。 し か 
し 、 家 屋 の 扉 は し っ か り と 閉ざさ れ 、 


街 に は 人 の 姿 が まっ た く 見 えな い 。 


剛昌 
深い 霧 の 向こう に 子供 くら い の 影 を 見 
つけ 、 声 を 掛け る ハリ ー。 だ が 、 影 は 
到 に 吸い 込ま れる よう に 消え た .…・。 


小さ な 影 を 追い か け て いる うち に 、 八 
リー は いつ し か 不気味 な 裏 路 地 へ と 入 
り 込ん で いた 。 

何者 か は わか ら な い 。 様 チーー | 
還 こ の 場 か ら 逃 げ ば よう 武器 一 ] 
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1 
】 
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9 IEIGW 仙 M 1 
辺り の 様子 を うか が うと 、 今 まで 見 た 背後 に 迫る 気配 か ら 逃 げ る た め 、 次 第 
こと も 聞い た こと も な い 奇怪 な 形状 を に 細く な っ て ゆく 路地 の 奥 へ 奥 へ と 進 
し た 化け 物 が 現れ た ……。 お 八 リー。 し か し 





0) 





1-6,1-7 から 






人 ハル リ ー は 、 い つの 間 に か カフ ェ の 長 椅 
子 に 横 た え られ て いた てこ 
そし て カフ ェ に は 人 間 が - 


シビ ル か ら 「 譲 身 用 に 」 と 差し 出さ れ 
た 拳銃 を 前 に 、 ル ハリ ー は た め ら う 。 銃 

サイ レシ ント ヒル の 隣 町 、 プ ラマ な ど 扱 っ た 経験 は 一 度 も な い 。 
の 警察 著 に 勤務 する 婦人 警官 。 
28 歳 。 物 事 を 現実 的 に 考え 、』。 
自ら の 意志 を は っ きり と 述べ る 
、 性 格 で ある た め 、 冷 た い 人 物 に 
、 見 える きら い が あ る 。 が 、 実際 
に は 心 優し い 女性 で ある 。 






使う こと に な ら 5 ニー 















』 シビ ル は ハリ ー に 拳銃 を 手渡 す と ジョ 鉱 藻 を 扱っ た こと が な いと いう 八 リ 
ー ク を ひと つ 飛 ば し 、 上 霧 の 中 へ と 消え に 、 シ ビル は 困 れ な が ら も 使い 方 を 孝 
て いっ た 。 詳 。 えて くれ た 。 だ が 


カフ ェ の 中 に 一 人 残さ れ た 格好 に な っ 


較 臣 績 た ハリ ー は 、 先 ほど の 人 影 に 思い を 巡 
っ 識 うす 。 あれ は 間違い な く シ ェ リル …。 


= サイ レン トド ヒル の 上 空 を 旋回 す 
= る 多 の 生 % た ウリ ー チ ャ ー。 羽 
-、 も な ど は 無く ^ む し ろ 肥 躍 類 に 
還 59i2R032E33tizs 衣 上 旨 カノ フェ カ から 出 よ うと ノブ に 手 を か けた 
上 03 二 803E の 議 明 昌 こさ 、 計 の ノイ ズ が 耳 に 届く 。 い っ た 

eoAEM2K 2 の 9 旨 還 し 全音 だ ろう つか ? 


本 まる に = 
os 山 カラ ェ の 中 の どこ か に … 
困 - カ フェ の 外 の どこ か に … 


















少し 見 回 る と 音 の 源 。 は 外 で は な さそ う 
た 。 携帯 用 ラジ オ シン ガラ ス 越 し に 携帯 用 ラジ オ が 目 に 入っ 
手 に 取 ろ うと し た 瞬間 …・。 た 。 八 リ ー は すぐ に 店 内 に 引き 返す 


ラジ オ を 拾い 上 げ よ うと し た 瞬間 、 
り に 面 し た 窓 ガ ラス を 突き 破っ て 化け 
物 が 店 内 に 侵 人 し て きた ! 

テー ブル の 下 に 隠れ る 


上 BKAAE GE 注 と 介 ) 
圏 カフ ェ の 外 へ 逃げ る 


突然 c ル リー は テー ブル の 下 へ 狭い 室内 か ら 外 へ 出 よ うと し た 八 リ ー 
と 潜り 込ん だ 。 け 物 は テー ブル 議 だ が 、 化 け 物 は その 意志 を 察し た よう 
を 持ち 上 げ ハ リー の 姿 を さら け 出 す 。 蘭 較 に 店 の 出入 り 口 へ と 回 り 込ん で きた 。 


シビ ピル か ら 受 け 取 っ た ば か り の 拳銃 を 
慣れ な い 手 つき で 構え る と 、 ハ ルリ ー は 
』 その まま 銃 を 乱射 し た 。 


ハリ ー の 腕 が 未熟 な の か 、 化 け 物 が 想 
像 以上 に タフ な の か 。 そ れ は な か な か が 上 
倒れ な い 。 急所 を 狙わ な けれ ば 
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般 ち 沙 
8 加 ち 落す 
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胴体 を 狙う お 。 だ が 手 が 震 え 、 な か な か g で バラ ンス を 取っ て いる 化け 
照準 が 定まら な い 。 3 発 目 の 銃 志 物 。 そ うだ 、 翼 を 砕け ば いい 。 ハリ ー 
いた と き 、 それ は よう や く 地 に 伏し た は 狙い を 定め 、 引 き 金 を 引い た 。 


| じ ゃ な い 、 こ れ は 現実 だ -…。 
軸 生 明 か さ を 残す 化け 物 の 死骸 が 、 
蘭 症 を 青 づ つけ る 。 


較 エリ ル な 探す た め 、 ハ リー は カフ ェ 
を 後に し た 。 と りあ え ず 、 先 ほど の 理 
外地 へ と 足 を 向け る 。 





39 AMy 





ラジ オ の ノイ ズ と 空中 を 飛 点 怪物 た ち 
の 関係 に 気づい た ハリ ー は 、 慎 重 に 、 
そし て 足早 に 先ほど の 路地 へ と 進む 。 


。 その メッ セー ジ を 頼り 
。 入り口 に あっ た 案内 図 を 
は ぎ 取 る と 校内 に 入っ て いく 。 















4.5 で は ボイラ ー を 起動 する 『 
と いう ミニ ゲー ム が 用 意 さ れ |. 
て いる 。16 枚 の パネ ル の 3 


ち バ イプ の つなが っ た 5 枚 を 。 胸 の ライ ト の 明か り だ け を 頼り に 廊下 
点灯 させ れ ば 右 か ら 左 に エネ を 歩む ハリ ー。 その 時 、 ラ ジオ の ノイ 


ルギー が 流れ て スイ ツチ が 入 | ズ と 共に 、 八 リー の 足 に 激痛 が 走る 。 


る と いう 仕組 み だ 。 正解 の 位 回 明 呼 に その 化け 物 の 身体 を 一 
置 は 下記 の 写真 を 参考 に 。 回 拳銃 を 構え 発 季 し た 。 


私 は … 






B ) 開 読 を 枢 二 


4 


贈 化け 物 の 頭 を 押さ え 、 は じ さ 飛ば す /) 議 識 
リー。 し か し 、 化 け 物 は 1 体 だ け で は く 食い 込 ん で し まう 。 さ ら に 周囲 は 同 
な く 、 彼 は 周囲 を 取り 囲ま れ て いた 。 じ よ うな 化け 物 で あふ れ て いた 。 


* 視 界 も 定まら な い 中 、 ハリ ー は 較 
ラー 室 へ と 向かう 。 ま る で 何者 か 


小学 校 に 巣 く う 人 型 ク リー チャ 
ー。。 ち ょ うど 子供 ぐら い の 背丈 
で 動き は それ ほど 素早 く な い 。 
:- し か し 、 身 体 の 大 き さ に は 不 的 
り 合い な ぼ ど 巨大 な 多 爪 か ら 線 
り 出 され る 攻撃 は 、 千 分 な 殺傷 
. 能 力 を 持つ 。 





中 庭 に は 奇妙 な 紋様 が 描か れ て いた 。 
そこ に 漂う 不快 な 雰囲気 に 耐え られ ず 
ハリ ー は 校舎 へ と 駆け だ し た 。 


深 を 変え た 松 人 内 を 走り 続け 、 辿 り 六 


いた 職員 室 で ハリ ー| 


問 仙 察 に 助け を 求め 電話 する 
固 誰 も いな い は ず の 自宅 に 電話 する 





し 
MAN が 


受話 器 を 置き 、 職 員 室 を 出 よ うと する 
ハリ ー。 その と き 、 物 音 ひ と つ し な い 
室内 に 電話 の コー ル 音 が 鳴り 響い た 。 













本 瀬 衣 図書 室 の 本 
Ma 5-6 の 選択 肢 、 つ まり 「 本 の 
受話 器 か ら 漏れ て きた シェ リル の 声 に 種類 」 は 5-16 の 自動 分 岐 に 
勇気 づけ られ た ハリ ー| も 影 衝 す る 。 ここ で どの 本 を 
く 。 て CCU が 見 つけ た 本 は … 読ん だ か に よっ て で 、 自 動 的 に 


ae ルー ト が 決定 する の だ 。. な お 
430 後 の ス プリ ッ ト ・ ヘ ッ ド 戦 で 
て | 宗教 学 辞典 だ っ た 勝利 する た め に は 「 け 児童 書 ] を - 一 
0 + ト 訪 た で お く 必 要 が ある ーー 


バエ 受 選ぶ 


me 六連 
バン ok 


or*C9t 腕 (と ご き プ 





それ は 児童 書 だ っ た 。 弓 矢 を 担い 6 | それ は 薬学 書 だ っ た 。 「 ホ ワイ トク ド 典 だ っ た 。 開 か れ 
だ 旅人 と トカ ゲ の 戦い 。 誰 で も 知 ロジ ェ ア 」 と いう 幻覚 作用 の ある 、 ほる 士 着 信 
っ て いる あり ふれ た お と ぎ 話 だ 。 植物 に つい て 記さ れ て いる 。 こつ いて 書か れ て いた 。 


自分 の 行動 の 一 部 始終 が 何者 か に 操 
れ て いる 。 ハ リー は それ を 自覚 し な が 
ら も それ に 従い 続け る ……。 





巨体 に 向け て 銃 を 放つ ハリー。 だ 


化け 物 の 鎧 の よう な ウロ コ に 阻ま れ 


ダメ ー ジ を 与え る こと が で き な い 。 


ホワ イト クロ ジェ ア 


河岸 や 湖岸 に 生え る 多年 草 。 
高 さ 30ー40cm。 長 椿 円 形 
の 葉 を 持ち 白い 花 を 咲か せ 
る 。 種 に 幻覚 作用 の ある 成分 
ょ が 含ま れ て お り 、 カ ルト 教団 
の 儀式 に 使わ あれ て いな た 。 また 
PIV と 呼ば れる ドラ ッ ク の 原 
材料 と し て も 知ら れる 。 


内 容 が ハリ ー 


エレ ベー タ か ら 降 り 、 中 央 に 業火 の 
か が れ た 部 屋 へ 。 そこ に は トカ ゲ の よう 
な 次 を 持つ 化け 物 が 待ち 受け て いた 。 


較 持ち 合わ せ て いる 武器 で は 一 一 


8 た な い 。 ハリ 
ー は 咽喉 に 逃げ 道 を 探す が 、 入 り 口 は 
頑丈 な 欄 に よっ て 遮 ら れ て いた 


執 盗 に 追い か け て くる 化け 物 か ら 必 死 
に 逃げ 回 る ハリ ー。 その と き あ る 記憶 
が 頭 の 中 を よぎる 。 


化け 物 か ら 交 げ 続 け な が ら 、 ハリー は 
沸き 上 が っ た 記憶 を 徐々 に 
出 そ うと する 。 そう 確か 


本 較 書 室 で … 
瞳 職員 室 で … 


剛 | け な が ら そ の 文章 を 思い 出し て いる 


| に ん s7iC%0DCB い Dc! 


ん な 1 し け 物 へ の 湊 は な か っ / に 








5-18 か ら 5r17,19,20 から 


お と ぎ 話 か ら ヒ ント を 得 た ハリ ー は 、 
早速 それ を 実行 に 移す こと に する 。 化 還 
け 物 の 顎 が 開い た .…… ナ ャ ンス た だ 。 全長 5 メー トル は ある ろう が と い 
上 上 画 口 の 中 へ 撃ち 込む ニシ バレ 当 / ル た リ レ 4 リ EL 
加 まず は 動き を 止め よ ” ー。 ス プリ ッ ト と いう 名 の 通り 
2。 款 は 脚 に 向け て | 4。 左右 割れ る 大 き な 口 を 持ち 、- 
Ni 1 : 獲物 赴 拉 み 込ん で 唱 只 ずる 。. 体 
表 は 燈 膜 損 の 鱗 で 覆 わ れ 、 挙 銃 , 
、 程 度 7 の 打撃 は 容易 に 弾 か れる 。 








較 も う 迷 う 必 要 は 無い 。 ハ リー は 化け 物 謀 足 を 狙っ て 動き を 止め よう 。 だ が 数 秒 







の 口内 に 銃口 を 固定 する と 、 弾 の 続く 蘭 識 中 題 後 、 て それ が 間違い だ と 気づく 。 追 いつ 
| 限り 発砲 し 続け た 。 そし て ・ 蘭 細 蔽 の られ た ハリ ー は 静か に 目 を 閉じ た 。 


意識 が 回 復 し た 時 、 ハ リー は ボイラ ー 
室 に いた 。 先ほど ま で の が 
うに 妙 に 穏やか な 5 


鳴り 紋 く 鐘 の 音 に 導 か れ て 、 ハ リー は 
教会 へ と 走り 出す 。 重い 扉 を 押し 開け 
る と ひと り の 女性 が 彼 を 待っ て いた 。 


仰 々 し い 口 調 り 終 える と 、 さ っ さ 
と 立ち 去る ダリ ア 。 彼女 は シェ リル の 
こと を 知っ て いる よう だ っ た が ……。 


女 の 話 を 信用 し よう 
較 女 の 話 は 曖昧 で よく わか ら 一 一 





和 ま に 人 用 に 2TN 





ダリ ア は ここ 、 サイ レン ト ヒル の 住人 議 識 粒 隈 時 な 言動 、 手 気 じみ た 振る 舞い 。 
だ 。 ハリ ー は 彼女 の 話 を 信頼 する こと リー は 彼女 の 話 を 疑わ し く 思 っ た 。 さ 
| に し た 。 ら に 問い 詰め よう と 彼女 を 追う が …。 


ダリ ア が 出 て いっ た ドア は 閉ざさ ざれ 
開き そう に な い 。 八 リー は 彼女 が 残し 
た 物 を 手 に 取る と 、 教会 を 後に し た 。 


ru AS 











病院 の ある 繁華 街 へ と 続く 跳ね 橋 を 渡 
る 。 し ば らく 進 お と 、 深 い 散 の 中 に 古 
めか し い 建 物 が 姿 を 現し 


し 
記 
に に に ー コ 


ee 
に っ 


静まり返っ た 院内 を 探索 する 。 診察 室 | 
と 書か れ た ドア を 開け る と 、 銃 を 構え 
た ひと り の 男 の 姿 が めった 。 


右 慌て て 扉 の 際 に 隠れ た 
胡 すぐ さま 銃 で 反撃 する 


ン ぶ どる 


「・ 


3 く ぜ 紅 思 frreS 









- て びび で (| 


自分 に 照準 が 合わ せら れ て いる こと に 関 蘭 証 て 向け られ た 瞬間 に 、 八 リ 
気づい た ハリ ー は 、 慌 て て 男 に 話し か 議 議 華 蘭 一 は 反撃 体勢 を 整え る 。 男 は 銃 を 構え 
けた 。 どう や ら 彼 も 人 間 の よう だ 。 IN た ハリ ー に 驚き 、 弁 解 を 始め た 。 


男 の 名 は カウ フ マ ン 。 この 病院 の 医師 | 
らし い 。 だ が 、 残 念 な が ら 彼 は この 異 
変 に つい て 何 も 知 ら な いよ うだ 。 





男 が 姿 を 消し た 後 、 ル リー は 床 に 沙 ち 
』 て いる 紙片 に 気づく 。" 明 朝 到着 、 厳 
戒 態 勢 に て "。 そう 記さ れ て いる 。 


AI 他 に も 何 か な いか 探す 
遼 カウ フ マ ン の 後 を 追う “ 





つの で スッ ーー い 証 人 当 還 間 は 馬 芝 の 業 箇 を 穫 流し 
ie : j し て いる と いう 黒い 噂 も ある 


紙片 の 他 に も 何 か 沙 ち て いな い ) ハリ ー は カウ フ マ ン を 追っ て 診察 室 を 
宗室 の 床 を 見 渡し て みた 。 だ が 、 特に 剛 費 後に し た 。 だ が 、 ど こ へ 向かっ た の か 
気 に な る 物 は 目 に つか な い 。 細 呈 明 仮 の 交 は まっ た く 見 当たら な い 。 


- * 萌 到 着 。 厳 戒 散 替 に て " 
「 明 朝 ] と は いつ な の か 。 朝 


到着 し た 人 物 と い 兄 ば 8 人 人 の De 電気 が 来 て いな いせ いか が 、 
名 前 が 浮か 点 が …。 N ボタ ン を 押し て も 反応 が な い 。 


廊下 治 い の 部 屋 を 調べ て いく と 、 
が あっ た 。 ここ に は 何 か 役に立つ 物 が 


ある か も し れ な い 。 


流し 台 の 奥 へ 進む と 空 の ペッ ト ボ トル 
に 目 が 止ま る 。 何 か の 役に立つ か も し 
れ な い 。 ルリ ー は 咳 く と 厨房 を 出 た 。 





瑞 ペット ボトル を 捨 う 
| 較 調理 用 ナイ フ を 拾う 









好 写 導き ぶ の SrS 称 っ 革 





弾 数 に は 限り が ある 。 いざ と いう と き 


と の は 院長 室 だ っ た 。 内 部 は 
ら さ れ て お り 、 床 | に は 赤 と 青 


の た め に 、 ハ リー は 調理 用 ナイ フ を 持 


つう C て いく この に し た だ 。 








の 液体 が こぼれ て いる 。 







な ん の 役に立つ か 分 か ら な 
kk ルリ ー は ペッ ト ボ 
トル を 取り 出す と 、 赤 色 の 
液体 を ビン の 欠片 で すく い 
取り 、 流 し 込ん で いっ た 。 


| 赤色 の 液体 を すく る | 
障 青色 の 液体 を すく う 
隅 混 さり 合っ た 紫色 の 液体 を 一 


ハリ ー は 








ト ポ ボトル を 取 
り 出し 、 液 体 の 青い 部 分 だ 


け を すく い 取 っ て 流し 込ん 較 
で いく 。 そし て 善 を し っ か 議 


り 締 め る と 院長 室 を 出 た 。 


ベッ ト ボ トル と 液体 

エン ディ ング A 葬 進む お た め に 
は 厨房 で ペッ ト ボ トル 、 院 長 
室 で 赤い 液体 を 入手 し な けれ 


~ ば な ら な い 。 ペット ポ ボトル を 
拾う て も 、 青 、 ある い は 紫 の 
液体 を すぐ つた 場合 は 調理.- 


用 ナイ フツ を 取っ だ と きど 同じ 
展開 に な る 。 上 





八 リ ー は 手近 な ビン の 欠片 


剛昌 を 拾う と 、 青 と 赤 の 液体 が 和 
人 浜 じ り 合っ て ※ 紫 色 に な っ た 壮 較 計 


部 分 だ け を すく い 取り 、 ペ 
ッ ト ボ トル に 流し 込む お 。 


剛 序 下 の 最も 奥 に ある 扉 を 開け る と 、 地 
下 へ の 階段 が 姿 を 現す 。 ハ リー は 勇気 
を 振り 絞り 、 暗 間 へ と 降り て いっ た 。 
















エレ パー ター か ら 出 た ハリ ー を 待ち 殆 

け て いた の は 、 血 塗ら れ た 壁 と 金網 張 

旨 ) 鐘 旨 り の 床 … 小 学校 の と き と 同じ だ 。 
| ~ 諾 、 智 馬 叶 の ツン ビ の よう に 
思え る が 、 実際 に は 背中 に 取り 





馬 い た 寄生 型 クリ ー チ ャ ー に よ 前 方 の 暗がり か ら 聞 こえ て くる 、 不 | 
う て 操 ら れ て いる 死体 。 右手 に な うめ き 声 。 少 し ずつ 近づい て いる よ 


握り し め た メス を 振り 回 し 、 院 うだ が 胸 の ライ ト で は 確認 で き な い 。 
内 に 迷い 込ん だ 京 れ な 犠 粧 者 を | 古 銃 を 構え る 
惨 殺 する 。 | 軸 この 場 を 去る 

| す 


人間 で は な い 。 そう 予測 し た ハリ ー は た 剛 較 較 委 の 信 際 を 感じ た ハリ ー は 、 素早 くそ 
銃 を 構え 、 少 し ずつ うめ き 声 の 源 に 向 を 科 ち ろう と する 。 だ か が 、 
か っ て 歩き 出し た 。 恒 Je か ら も うめ さき 声 は 迫っ て き て いた 。 





革 省 そ 赤 
bu 「 時 ! ve 
7 囲ま れ た こと に 気づく の が 遅かっ た 。 
ド 背中 に 大 き な コ ブ を つけ た 看護 婦 の よ 
8 員 うな 化け 物 が 次 第 に 迫り 来る 。 
(4 


ed 化け 物 は 恐る べき 太 力 を 示し た 。 こ | 
剛 れ で は 弾 業 が 尽 さて し まう 。 ハリ ー は 
囲み を 強行 突 成す る こと に し た 。 


ON 生前 て 





KON 





09 間 朋 ら 交え 


ま 
rt 


較 ハリ ー は 正面 の 化け 物 の 脇 を すり 抜け 。 名 細 朋 明 昌 職 ハリ ー は くる り と 後ろ を 向く と 化け 物 
還 よう と し た 。 刃物 を 間 一 毅 の と ころ で 隊 昌 旨 に 向かっ て 猛然と 突っ 込ん だ 。 振 D 下 6 
避け な が ら 遮 二 無 二 走 り 続け る 。 、 4 


どこ へ 続く と も 知れ ぬ 階 段 を 下 D な が 
ら 、 八 リー は これ まで の 出来 事 を 整理 
し て いた 。 も う 戻 る こと は で き な い 


鎖 を 溶かし 倉庫 に 入る が 、 め ぼ し い 物 
は 見 当たら な い 。 その 時 、 ル リー は 何 
故 か ひと つの 戸棚 に 気 を 5| か れ た 。 


古 棚 の 下 の 床 を 調べ る 
岡 杉 の 中 を 調べ る 
| 圏 杉 の 上 を 調べ る 







ム ) 拉 の 下 の 床 客 調 べ る 
BB ) 揃 の 中 短調 べ る 





で ) 欄 の 上 大 調べ る 


棚 の 下 の 床 に は まだ 新しい 擦り 傷 較 扉 を 叩き 割り 、 棚 の 中 を 調べ る 。 背伸び を し て 棚 の 上 
が あっ た 。 そう 、 八 リー の 行く 手 中 に は 何 も な い 。 が 、 棚 の 後ろ か 肖 M バラ ンス を 崩し 倒れ て し 
を 塞ぐ 物 な ら 何で も 良い わけ だ 。 議 軒 ら 冷 た い 空 気 の 流れ / 。 そし て 床 の 傷 を 見 つけ た 。 


擦り 跡 に 治っ て 棚 を ずら す と 、 扉 が 現 
れ た 。 地下 へ …。 八 リ ー は 扉 を くぐる 
と 迷い な く 進ん で いく 。 


地下 の 部 屋 に は ほん の 少し 前 まで 人 が 
いた 気配 が ある 。 八 リー は 机 に 置か れ 
た 写真 と 日 記 に 目 を 止め た 。 


賠 日 記 を 手 に と る 
調 写真 を 手 に と る 


1 ー は 写真 と 日記 を 手 に 、 部 屋 を 出る 。 


アレ ッ サ … ア レッ サ …。 な ぜ こ ん な に 
気 に か か る の か 分 か ら な い 。 も どか し 
Sekeestiek。 





[一 % 惑 と 尋 c 直 YSr 








9y ぜ 憐 


ー バ パ ババ ポ 」 


ー い パン 







気配 の 源 は 机 の 下 か ら 四 つ ん 遣 いで 走 帳 
り よ っ て きた 。 ど う や ら 人 間 の 女 ら し 全 


い 。 彼女 は リサ と 名 乗っ た 。 


リサ に も この 怪異 の 原因 は 分 か ら な い 
と 言う 。 八 リ ー は 地下 室 に つい て 聞こ て 
うと する か 再び 頭痛 に 肥 わ れ て 


董 屋 に 入り 、 内 部 を 探索 し て いた 八 
リー は シビ ル と 再会 する 。 カフ ェ で 別 血 
れ た 彼女 が な ぜ こ こ て に … ? 


蘭 棚 の 裏 に 隠さ れ て いた 通路 。 この 奥 に 較 
時 は 何 が わる の だ ろう か ? L は 自 本 


分 が 先 に 様子 を 見 て くる と 言う が …。 


本 自分 が 先 に 行く 
固 シビ ル を 先 に 行か せる 


に タ 麻 も す 3 





また 出 や が っ た か …! 八 リ を 


華 机 え る と 、3 引 は 金 を 引 こ うと する 。 だ 


所 的 は どう や ら 人 間 の よう だ 。 


物 思 い に 避 けり な が ら 骨 董 屋 に た どり 
着く 。 そこ に は 外部 に 応援 を 呼び に い 


つた は ず の シビ ル が いた 。 


シビ ピル を 制 し て 、 自 分 が 先 に 行く こと シビ ル の 勇敢 さ に は か が なわ ない 。 八 リ 
に 決め る 。 シビ ル が いく ら 訓 練 を 受け ー は そう 感じ て 、 彼 女 の 申 し 出 を 受け 
て いる と は 言え 、 彼 女 は 女性 だ 。 る こと に し た 。 








MJR 


5」 


[/ 


季 - 
| 
4 


間 間 間 計上 に は [ 教 仙 が ちっ た 
下請 か る 光 を 見 つめ て いた ハリ 


jp 只 ve。 
CK ッ ナ J い 


ーー トー 


病院 へ の 道 が すべ て 閉ざさ れ て いる こ ぞ 

と を 知っ た 人 ハリー は 、 や お を 得 ず タウ 4 ev 

ン セ ンタ ー へ と 足 を 踏み 入れ る 。 り 
昌和 





大 き な モ ニタ ー に 映し 出さ れる シェ リ 
ル の 姿 。 ハリ ー は シェ リル の 存在 を 確 | 
セン ター 内 を 捜索 し 始め る 族 悪 な 裏 の 世界 


吾 2 階 を 探索 する と れ ま で は 小学 校 や 病院 と い 
語 1 階 を 探索 する っ た 限定 空間 だ け の 出来 事 だ _ 
っ た 異 界 化 が 、 こ の 頃 か ら サ 。 - 
- イ レン ト ヒ ル 全 域 に 及び 始め : 
る 。: 路 面 は ず べ で 金網 張 = 
建物 は 府 坦 の 様相 に 変貌 を 遂 -- - 
ける 。 吉 じ で 却 で は な ぐ で 回 - ミ 
の と ば り が 街 を 包み 込む の だ 。 ご 











2 > 人 






2 階 を 探索 し て いた ハリ ー だ が 、 突 如 議 議 | 階 を 探索 する こと に し た ハリ ー 
足場 が 月 れ 、 階 下 へ と 落ち 。 | れ 果 て た 店 内 を 歩い て いく うち に 、 砂 
い 怪 我 は し て いな いよ うだ が ……。 蘭 計 が 敷 さ 詰め られ た 広場 へ と 出 た ……。 


LA ニー 


砂地 で ライ フル を 手 に し た 時 、 定 
不気味 な 震動 が 伝わっ て くる の 


た 。 砂 の 中 に 何 か が 潜ん で いる 


10-5 か ら 9-6 か ら 
(ページ 






fe 


re 
3 


意識 を 取り 戻し た ハリ ー は シビ ル の 後 
を 追っ て 通路 へ と 進む お 。 そ こ に は 息 液 
に まみ れ た シビ ル の 亡骸 が …。 

詳 シビ ル の も と に 駆け 寄る 
較 後ずさり 逃げ 出す 


に 


ら 









PO 受 詞 い 沈 記 中 中 脚 油 


私 死 で シビ ル に 呼び か ける ルリ ー。 し 恐怖 に 支配 され た ルリ ー は 後ずさり 、 
が し 、 す で に 冷た く な っ た 彼女 の 身体 入っ て きた 通路 へ と 逃 げ 出す 。 真っ 暗 | 
か ら は な ん の 反応 も 感じ 取れ な い 。 問 な 間 の 通路 を ハリ ー は 走り 続け た 。 


の に 





気がつい た ハリ ー は いつ の 間 に が 病院 


化け 物 は 地 中 か ら 姿 を 現す と 、 お も む 
毒液 を 吹き つけ て きた 。 それ に 少 
し 触れ た だ け で 激痛 が 走る … く そ ! 


臣 大 な 幸 虫 型 の クリ ー チ ャ 
体長 は 約 5 メー トル 。 中 
を 自由 に 移動 する こと が 可 W! 
うえ 、 頭 部 の 触角 に より 獲物 の 
、- 位 置 を 正確 に 探 多 ずる と が で 
きる 。 口 か ら 吐 き 購 き れる 緑色 
の 液 は 強力 な 神経 毒性 を 捧 





本 稚 選 きき 人 還 庄 必 受 玉 OyGO 釣 各 二 マツ き の 






ここ で 殺 ら れる わけ に は いか な い 。 八 
且 リー は 手 に 入れ た ば か り の ライ フル を 
構え る と 、 化 け 物 め が け て 乱射 し た 。 議 議 だ が 、 入り口 が 見 当たら な い …・ 


化け 物 は 地 中 と 地上 を 移 1 
いか が か っ て くる 。 そ の 時 、 広 場 の 中 央 
に ある 鉄板 が ハリー の 目 に 止ま っ た 。 自 


鉄板 の 上 に 乗れ ば ヤ 
か も し れ な い 。 だ が 、 逆 に 化け 物 の 居 
場所 を 感知 する こと も で き な く な る , 


調 鉄板 の 上 に 移動 
園 その まま の 位置 で … 









釣 板 の 上 に 移動 し た ハリ ー は 、 即座 に 較 識 い 人 ハリー は その まま の 位 
その 行為 を 後悔 する こと に な る 。 化け 較 識 暫 き を 観察 する 。 鉄板 の 上 
物 の 居場所 を 見 失っ て し まっ た の だ 。 議 識 1 な いで あろ う 化 け 物 の 動き が 


化け 物 の 位置 を 見 失っ て し まっ た ハリ 0 UGC 
ー は や お な く ギ ャ ン ブ ル に 出る こと に 当 , 側面 で は な い 。 人 ハリー が 感じ た た 気 
する 。 ヤツ が 次 に 姿 を 現す の は …・。 8 の 人 半 8 0 


財 け る 。 


1 
B) 正面 
= 


八 リ ー は 背後 か ら 出 て くる と 読ん 間 背後 に 気配 を 感じ た ハリ ー は 、 斉 で ヤ 
耳 を 浴 ま し 、 ヤ ツ が 現れ た 音 と 同時 に 証 識 ツ の 動き を 捉え よう と する 。 そ し て 、 
振り 向き 、 発 砲 する 。 時 振り 向き ざま に ライ フル を 放っ た ! 


人 リー は 正面 か ら 出 て くる と 読ん だ 。 上 隊 議 面 に 気配 を 感じ た ハリ ー は 、 ヤッ が 還 較 
ライ フル な 低く 構え 、 いつ で も 発 克 で 較 暗く る で あろ う 1 測 し 、 そこ 
きる よう に 体勢 を 整 ドコ ーー 2 


ハリ ー は 側面 …・ 左 出 か ら 出 て くる と 
か 半 読ん だ 。 呼吸 を 整え 、 即 座 に 弾丸 を 撃 
9 ーー ち 込 め る よう 待機 し て いる 。 





、 10-20 へ 。 





化け 物 と の 死闘 を 
は 休憩 も と ら ず 
に する 。 娘 の こと が 気がかり だ …… / 


タウ ン セ ンタ ー を 出る と 病院 へ の 道 が 
回 復 し て いた 。 先ほど の 芋虫 の せい な 
の か ? 病院 に は リサ の 姿 が あっ た . 







4 計 oa 
し 


リサ か ら 湖 へ の 道 を 聞き 、 早 速 出 か け 
よう と する ハル ハリー。 だ が 、 リ サ が 彼 を 
引き 留め よう と する 。 


AI 一 緒 に 連れ て 行く 
骨 この ま ま 置 いて いく 


の 
中 問 | 


パ ざき 器 さ 7 受 rrr* 


拉 


夫人 Ast yaTy う 9 


「 一 緒 に 行う 」。 ル リー は そう リサ に 議 蘭 リサ の 気持 ち も 分 か る 。 だ が 、 ハ リー 
: が 、 リ サ は 砺 し そう に 首 を 議 議 に は シェ リル を 助け る 使命 が ある 。 八 
は 必ず 戻る と 約束 し て 病院 を 出 た 。 


4 紅 出 た ハリ ー は 環 上 を 人 巨大 な 
幼 物 が 旋回 し て いる 気配 


。 タウ ン セ ンタ ー の 芋虫 が 成虫 と 化し 
田 に 違い な い 。 そ の と き 、 化 け 物 の 攻 
が か 褒 まり た 。 


右 避け つつ ライ フル を 撃 
較 建物 の 陰 に 隠れ る 






ED) 。 


10-25 か ら 
ICKSAG2) 


ハリ ー は 間 一 胃 の と ころ で 化け 物 の 攻 化け 物 の 攻撃 を 避け た ルリ ー は その ま 
撃 を か わす と 、 反 射 的 に ライ フル の 銃 ま 建 物 の 1 た 。 化け 物 は それ を 
口 を 向け 、 ト リガ ー を 引く 。 追う よう に 空中 を 旋回 し 続け る 。 


は 自ら を 諭し た 。 あ 
1 0 


ye 
に 


熟 所 と な り そ う な 場所 | 
それ に 巨大 な 羽根 あ た 
リー いり 人 力 所 に 絞っ た 。 


パ ぎ oxeXt 各 
Ne 


パ ろ み 芝 死 凍 へ 


。 ぶ 


腹部 だ 。 ハ リー は そう 決意 する 脳 は あら ゆる 生物 

と 、 間 断 な く 続 く 化け 物 の 攻 1 1) を 狙 お う 。 ハリ ー は そう 

を 避け つつ 、 ラ イフ ル な 連射 す 壮 議 隊 議 症 介 昌 と 、 化 け 物 を 引き つけ 、 引き 金 
る 。 AN を 2 回 引い た 。 


巨大 な 羽根 の つけ 根 に 狙い を 定 
め た ハリ ー。 だ が 、 素 人 の 彼 が 
その 小さ な 目標 に 当て る の は 困 
難 を 極め た 。 


本 し も の 化け 物 も 力尽き た らし い 。 化 
け 物 は 身 も 凍る よう な 絶叫 を 上 げ る と 
| ビル と ビル の 谷 問 へ 落ち て いっ た …。 


ンプ 


骨 議 バー へ 立ち 寄っ た ハリ ー は 中 か ら 争 う 
物音 が 聞こ える こと に 気づく 。 扉 を 開 
| ける と カウ フ マ ン が 開 わ れ て いた 。 





36 S 2 1 る 2 へ 12-6 へ 4 





八 リ ー は 今 まで 抱き 続け て きた 疑問 を 
カウ ウマ ツル 民 投 げ けが け 太 。 で 9、 ア レル 
ッ サ 。 彼女 は いっ た い …。 
彫 アレ ッ サ に つい て 聞く 
語 アレ ッ サ の 写真 を 見 せる 








八 リ ー は アレ ッ サ に つい て 聞い た 。 だ ハリ ー は アレ ッ サ の 写真 を 見 せ た 。 カ 
が 、「 知 ら な いな ] と いう 素っ気 な い 返 ン は 明らか に 動揺 し て いる 。 そ 
事 が 返っ て きた だ け だ っ た 。 ) よう に 扉 か ら 出 て いっ た 。 


カウ フ マ ン は 何 か を 隠し て いる 。 そ う 議 蘭 
確信 し た ハリ ー は 彼 の 後 を つけ た 。 力作 
ウノ マン は モー アル へ と 人 つて いく 。 


vu 懇 房 の 壊れ た 部 屋 。 外 は 雪が 降っ て い 
ガラ ス の 小 ビ ン 本 る 。 ハ リー は 病室 用 の スト ー ブ を 取り 
BPRHHR0209EEONSROGGG2 に 受付 へ と 出 て いっ た 。 







ウリ マン が 選 以 プア リッ ク に に 
な っ た この 小 ビ ピン は .「 ア グラ 
オフ ォ テ ィ ス 」 と 呼ば れる 聖 
水 で ある 。 この 聖水 は 院長 案 
の 床 に で ぼれ て いた 赤い 液体 NO 
と 同様 の も の で 、 魔 術 関係 者 
の 間 で は 魔 除け と じ て 絶 大 な 。 
効果 が ある と され て いる 。 













さっ き 見 た 少女 を 追う 
~ 1 国 それ と も 犯人 は 別に い 





を 追っ て ハリ ー は 議 蘭 ハリ ー は リサ の 亡骸 の 近く を 
廊下 へ 飛び 出す 。 少 女 の 姿 を し た 殺人 議 議 る 。 そこ に は シビ ル か ら 預 か っ た ハリ 
鬼 … 自 分 の その 想像 に 彼 は 震え た 。 ー の 銃 が 沙 ち て いた - 








1 


レル) 


レイ クサ イド へ 向かう 途中 、 街 は 次 第 
[ 食 さ れ て いく 。 だ が 、 八 リー 
と し が 残さ れ て は いな い 。 


] 本 灯台 に 行く 
園地 に 行く 


SECRBTSRTPPWEPE 


て きた 。 銃 を 握り し め た 小さ な 手 。 八重 
リー は 溢れ る 涙 を 止め られ な か っ た 


: こも し も の こと が あっ て は な ら 半 。 
な い 。 ハリ ー は 彼女 の 申し 出 を 受け る いな く シ ェ リ ル の も の だ っ た 
点 り を し 、 遅 れ て 彼女 を 追い か けた 。 は 張り 裂け そう な 思い と 共 


' 画 「 殺 す な ら 殺し て ぐれ …」 
岡 「 そ の 拳銃 を 渡せ … ! 」 


殺し て くれ …… そ う 願っ た 時 、 突如 と 議 
し て 誓 くし わが れ た 声 。 呪 われ た 殺人 較 
鬼 の 正 20 


THE END E-2 





エン ディ ング タイ プ E- 1 で は 「KAUFMANN (カウ フ マ ン )」 の カー ド 
を 1 枚 入手 で きる 。E- ら の 場合 は 「HOSPITAL (病院 廊下 )」 と 「HIS 
FATE (ハリ ー の フロ ー チ ャ ー ト )]」 の 2 枚 の カー ド を 入手 可能 だ 。 





| 条 合 に 着い た ハリ ー は 階段 を 駆け 上 か 
り 、 屋 上 へ と 躍り 出る 。 そこ に は 巨大 
な 印加 が 描か われ て いた 。 そ し て … 


ガル レ リ 彼女 は そこ に 立っ て いた 。 
そし て 少し 寺 し そう な 目 を し た か と 思 
うと 陽炎 の よう に 消 


右 嫌 な 予感 が する : 
船 へ 戻る ろう 
団 アレ ッ サ の 消え た 
付近 に 駆け 寄る 





「 待 っ て くれ ! 」。 人 ルリ ー は そう 叫 誠 と 
ッ サ の 消え た 辺り へ 近づい た 。 目 
を 旗 ら す と 何 が が 見 える 


空間 の 窒 み と で も いおう か 。 薄く 青白 
い 幕 の 向こう に ハリ ー は アレ ッ サ の 姿 
MA0d205 


HO 空間 の 議 蘭 引き 返す 」 を 選択 する と 、 

MY \ び 込む こと を た め ら っ シディ シク タイ ブロ の ル ト 

た 。 シビ ル の 安吾 も 気 に か か る 。 
引き 返 そう 。 


嫌 な 予感 を 感じ た 似 リ ー は 、 ア レッ サ 
を 追う の を あき ぎら め 、 先 ほど の 船 へ と 
戻っ た 。 シビ ル は …… 戻 つて いな い 。 


シビ ル の こと が 気 に か か る 。 ハリー は 
様々 な 推測 を 巡ら し な が ら も 、 遊 園地 
| へ 向かっ て ひ た 走 る 。 


Ll K 





化け 物 の 巣窟 と 化し た 下水道 を 突っ 切 
り 、 ハ リー は よう や く 遊 園地 に 到着 す 
る 。 シビ ピル 、 そし て シェ リル は 


アレ ッ サ に 取り 渡 か れ た シビ ル は 容 族 議 識 
な く 発 砲 する 。 その 時 、 ハ リー は 何故 議 蘭 較 た 。 7 年 前 の あの 
か ペッ ト ボ トル の こと を 思い 出し た 。 議 議 れる こと な ど で き は し な い … 


締め 切り は 明日 だ 。 ハリ ー は 原稿 を 封 

0 筒 に 納め る と 投 函 する た め 玄関 へ と 向 柚 

員 邊 に 曲 肖 | 遊園 地 」 | 蘭 織 か う 。 そ の と さ 、 電 話 の バル が 鳴っ た 。 議 蘭 

15-5 は 自動 分 岐 ポ イン ト で 交 誤 急用 か な 、 で も シェ リル が ーー 

ある 。 ここ で の 分 岐 条 件 と な 調 出版 社 だ ろう 、 全 くせ っ か 一 一 

る の は 13-2 の 選択 肢 だ 。 mm 

13-2 で [灯台 」 へ 向かわ ず に 、 

シビ ル を 追っ て 「 遊 園地 ] へ 向 

か っ で て いる どど: エ シ ジラ 只 ン シグ 

タイ プ C ル ー ト へ と 進 埋 と と 
に な る 。 (0 










アレ ッ サ と ダリ ア の 会 話 は まる で 理解 計 識 較 蘭 ハリ ー は し ぶし 避 電 、 応 答 
で き な い 。 ハ リー は た だ 「 シ ェ リ ル を が な い 。 いた ず 思い 、 受話 器 を | 
返し て くれ | と 思 旧 し か な か っ た 。 置 こ うと し た 瞬間 …… 


( THE END D-1 王 還 


話し た 相手 は ……。 


THE END D-2 


「 THE END D-1.D-2 ] 


サイ レン ト ヒ ル 事 件 の 後日 談 的 な エン ディ ング 。 タ イプ ブ D-1. で 
は TSTUDY (書斎 )」. の カー ド が 、D-2 で は 「TWINFEELER ( ツ 
イン フィ ー ラ ー)」 の カー ド が それ ぞ れ 手 に 入る 。 








気がつく と リサ が いた 。 


は 病院 だ 。 


の まり 、C こ 


リサ は 人 ルリ ー の 問い か けが 


聞こ えな いか の よう に 話し 続け る 。 


地下 室 を 見 に 行っ た と いう リサ 。 
か が 喜 ろ し く 居 えて いる 。 


何故 
いっ た い ど う 


し た と いう の だ ろう か ? 


AI すま な い ・ 





リサ の 気持 ち も 分 か る が 、 


私 は 傍 に いて や ーー 
賠 安心 し ろ 。 出 来る 限り の こ 一 一 


還 る 


まず は シェ リル を 助け な け 修 


lm れれ ば な ら な い 。 苦悩 の 未 、 


ハル リー は 思い を 断ち 切る よ 胃 


うに 出口 へ 歩き 出し た ……:。 


り の 


「 安 心 し ろ ]。 そう 声 を か け 、 
ハル リー は リサ の 華 秦 な 身体 
を 抱き し め る 。 リ サ の 身体 
て 異変 が 起き た の は 、 そ の 
直後 だ っ た ……。 


泡 速 に 生命 力 を 失う リサ 
月 れる よう に 倒れ な が ら も 


手 を 差し 伸 べ 、 


は 
に 


4 りー 


パパ ビ ま や 癌 ゆみ 層 が 


ああ Sー マ ミン 


2 6 
* 


いも 
っ 
全 as ず 


2 


助け を 求め 





15-5 か ら 








意識 を 取り 戻し た ハリ ー は 、 い つの 間 
に が 病院 に いた 。 隣 に は 当たり 前 の よ 
うに 、 リ サ が 座っ て いる 


上 リサ は 禁止 され て いた 地下 室 へ 、 ひ と 


り で 降り て いっ た と いう 。 ハリ ー は リ 
雰囲気 に た だ な ら ぬ 物 を 。 


調 話 の 先 を 聞く 


因 話題 を 変え る 
Sa 


に の 












。 や が て 彼女 は 較 
少し ずつ 喋り 始め 、 地 下 室 


時 へ の 出入 り を 禁じ た の は カ 肌 
ウソ ワ マ ン だ と 言う つた 。 


7-1 へ 
(44 ペー ジ ) 


| 
| 

39 
| 明日 ご も る リサ 
| 


MS そし と C つ し 


間 は 以前 、 


バハ リー は リサ が 口 ご も る の 


を 見 て 話題 を 変え る 。 八 リ 
この 病院 で 出 会 
っ た カウ フ マ ン と いう 医師 
に つい て 聞い て みた 。 


地下 室 へ の 出入 り を 禁じ た 
蘭 頃 か ら 、 カ ウフ マン の 様子 帳 
は 日 に 日 に お か し く な っ て 還 計 還 革 


) に 自殺 し 


て しま の た で いう ) ) 





本 16-10 か ら 





リサ は カウ フ マ ン の 自殺 を 信じ て いな 
が つた だ らし い 。 とい 9 て と は 、 作り 
が 会 っ た カウ フ マ ン は ……。 


回 「 カ ウフ マン は 生き て いた 
賠 「 私 の 勘違い だ っ た の か も 一 一 











カウ フ マ ン は 生き さて いた 。 お そら く 多 
体 を すり 替え る か 何 が し て 、 偽装 し て 
いた に 違い な い 。 
















カウ フ マ ン の 生死 . そ し て シェ リル が ボー プ 
まい る 可能 性 を 考え て 、 ハ リー と リサ は 人 た 
地下 室 へ と 降り て いっ た 。 . サ イル ント ヒル の あちこち に 
アレ ッ サ が 描い て いる 謎 の 紋 
様 。 学校 病院 ・ 骨 董 屋 ・ 灯 
台 ・ 遊園 地 な ど に この 紋章 は 
用 所 659 に ね を 8 す o12 叶 yot: コ 
人 ハリー が アレ ッ サ の 名 を 口 に 出し た よう に 図形 を 描く と 、 巨 大 な 
端 、 リ サ が 激 遇 し だ し た 。 だ が 、 リ サ メト ラド トン の 印 症 が 形作ら れ 
は ハリ ー へ の 疑 \ し を と こう と し な い 。 る 、 と いう 仕組 み ら じ い 。 


古 [ 彼 ら っ て 誰 の こと だ !?] 
遼 アレ ッ サ の 日 記 を 見 せる 


29rS 3 さて てき] 








で くさ ざ ざ さき ・ そ ささ 


ハリ ー は 理由 が 解ら ず 、 今 まで の 体験 バル リー は 以前 手 に 入れ た アレ ッ サ の 日 
を あり の まま に 話し た 。 し か し 、 リ サ 議 議 記 を リサ に 見 せ た 。 一 瞬 、 リ サ の 表情 
は 頑 な に 信じ よう と し な い 。 が 和らぐ 。 し か し …… 


「 び で は S 受 交 の で 商 ご 多 さ 


リサ は ます ます 態度 を 硬化 させ る 。 利 
用 され た 、 騙 され た 、 復 人 





濃密 な 闇 の 中 、 
リサ の 声 は それ き 
f 





ハル リー は 呼び か ける が 、 返 ハリ ー は 一 目 散 に 走り 出し た 。 背後 で 
事 は 返っ て こない 。 ハ リー は その 場 を | は 再び 叫び 声 が 上 が っ た が 、 ハ リー は 肖 
離れ よう と 後ずさり 始め た 。 止ま うう と し な か っ た 。 


いつ の 間 に か 、 ハ ルリ ー は 一 辺 が 2 メー 
トル ほど の 立方 体 の 部 屋 に いた 。 正面 
に は サマ エル の 印 六 が 描か れ て いる 。 


る 
次 々 と 起こ り 過 ぎ 、 
だ 


1 


へ 翌 ぶ 記 S 宮 Ir ゃ へ ャ へ 










介 あ の 守 の てら 氏 


) 目 の 前 の 扇 客 聞 ける 
B ) 湾 れ に 島 奄 任せ る 


ハリ ー は 目 の 前 の 扉 を 素直 に 開け る こ 議 識 蘭 ハリ ー は 抵抗 する こと を 諸 め 、 静か に 
と に する 。 意外 と 軽い その 扉 を 開い た 議 議 講 目 を 閉じ た 。 や が て 圧倒 的 な 力 を 持つ 
』 時 、 八 リー の 身体 は 由 を 舞っ て いた 。 も の が や っ て 来 た .…… 


THE END C-1 
エン ディ ング タイ プ C-1 で は 「LISA (リサ )」 「MUMBLER (マン 


IE ブラ ー)」 の 2 枚 が 、C-8 で は CHEMICALS (薬品 )] 「CAFE ( カ 
フェ )」 の 枚 が 手 に 入る 。 * 








に だ に ルン) 


(41 ペー ジ ) 


いる 。 八 リ ー は 静 


伯 


THE END A 1 THE END B 
Wi 1 R 


に プリ リン PE に ap】p〆 っ 1 の ) シビ ル を 救出 で き な か っ た 場合 の エ 








十 七 章 か ら 第 十 八 章 べ の 繋 
が り は 自動 分 岐 と な る 。 ここ 


5 は ナン セン ス だ が いわ ゆる グッ ド と ン デ ィング タイ ブ だ 。 この ケー ス で - 情 
er の も 0 呼ば れる の が この タイ プ だ 。 こ の エ は 「ALESSA( ア レッ サ )」「PUPPET 
ル 青 出 に 成功 し て いれ ぼ エ ン ン デ ィング で は 「AIR SCREAMER NURSE (パペット ・ ナ ー ス )]」 。 

0 >2 1 胃 テー 
ディ ング [Al ルー ト へ 、 和 失敗 ユノ ' ス クリ ー マ ー)JISPECIMENS ae7:9 に MMINIcI コ に IP4m に コッ シ を 。 


し て いれ ば 「B」 ル ー ト 信 と 進 
むこ と に な る 。 


1 フ 7-1 の ミニ ゲー ム は 賊 の 標 
本 に 隠さ れ た 鍵 を 見 つ 尽 る こ 
と だ 。 鍵 は 中 眼鏡 型 の カー ジ 
ル を 所 定 の 位置 に 移動 導 せ 
A ボ タン を 押す こと で 発見 で 
きる だ ろう 。 具体 的 な 鍵 の 位 ! 
置 は 下 の 写真 を 参照 し て も ら 莉 
いた い 。 


(標本 )」 な ど 4 枚 を 取得 で きる 。 ィ ン ガ ー)」 の 3 枚 を 獲得 で きる 。 


























フロ ー チ ャ ー ト 攻略 ら 


ビル バ ペ ネッ 5 98 
歳 。 女 性 。 プ ラマ 習 勤 
務 の 現職 警察 各 。 連 絡 
の 途絶 えた サイ レン ト 
ヒル 碧 の 調査 に 赴き 、 
消息 不明 と な る 。 こ れ 
は 彼女 が 体験 し た 怪 事 
件 の 行動 記録 で ある 。 





2 2 編 の 0 


ゃ 


ント ヒル 署 。 シ ビル は そ 
90 に 色 人 A49【e)【 に Ve) 7/ 5 ジコ の 原因 を 確か め る た め 、 


深夜 の 高速 を ひ た 走 る 。 


いた ル 必要 呆 】 


ハリ ー 編 と は 異な り シビ ル 編 は 序 各 以 外 . ほぼ オ 
リ ジ ナ ル ・ ス トー リー で ある 。 ハリ ー 編 と の つなが り も 
ほとん ど な い と 言っ て よく 、 シ ビル 編 は シビ ル 編 と し 
て まっ た く 別 の 物 と 考え を た ほう が いい だ ろう 。 全体 の 

? ボリ ュー ム は ハリ ー 編 の 約 半 分 ほど と 短く 、 エン ディ 
ング も 3 タイプ と 少な い が 、 ハ リー 編 で は ほとん ど 登 
[=・ 場 し な い シ ェ リ ル と の 関連 が 絢 く 、 見 所 は 十分 に 備 

7 えて いる 。 な お 、 ス トー リー の 分 か れ 方 は 直接 的 な も こと の 多い シビ ル 机 彼 

の が 多く 、 選択 肢 の 選び 方 で ダイ レク ト に 分 岐 す る 。 の 奈義 が 二見 える 





ハリ ー と 連動 し て い 
| る 部 分 と し で は 、 序 無 の 
カフ ェ で の 会 話 が 印象 的 











17、18 か ら p . 


-P47 
「 13.14 か ら と 


ー チ ャ ー ト 解析 の に 対応 し て いま す 








シビ ル 編 の エン ディ ング タイ 
プ A を 見 る た め に は まず 、 第 
章 の ふた つ 目 の 選択 肢 (2-6) で 
| 気持 ち を 落ち 着け た 」 を 選び 、 
= に 第 化 章 の 最初 の 選択 肢 で 
「 行 きま まじ ょ う …:」 を 選べ ば よ 
い 。 分 岐 チ ャ ー ト の 流れ と し て 
. は 、 男 面 下方 を 流れ て いく 格好 
と な る と 覚え て お て う 。 





「 お 負 ちゃ ん が 
選 ず 守っ て あげ る 。 
だ か ら 安 心して ね 。」 


エン ディ ング タイ プ B 
エン ディ ウ グ タ イブ B へ の 分 
岐 は 第 二 章 で 早く も 登場 する 。 
ら -6 の 選択 肢 で 「 心 細 さ が こみ 
上 げ て きた 」 を 選 貢 と 、 以降 は 
タイ プ B の スト デー リー 展開 と な 


る 。 な お 、 タ イプ B 罰 は 9 つの 


エン ティ ツ ダ が 用 論 さ れ て いる 
が 、 そ れ ぞ れ 終 記す る 章 が 異 が 
る こと に も 注目 じ 人 b\。 





ほ 此 = 
人 A》 分 結 写 容 昧 写 動 息 
爺 ) や 剛 き が こみ 上 げ て 串 足 





エン ディ ツメ ク タイ ヴ C の シナ 
リオ を プレ イネ する に は 、 中 肖 ま 
で タイ プ A と 同様 に 進み 、. 第 七 
章 の 選択 肢 (7-1) で [さよなら 
…| を 選ぶ 。 こ の シナ リオ で は 
遊園 地 で の ハリ ー と の 会 話 が あ 
る た め 、 ハリ ー 編 の エン ディ ン 
グ タ イプ B に 最も 迫 ゆい スト ー リ 
7/ 世 = と 7/ 志 jp 














AnalYsis of 
the Report 


saSe が (りり 


bi1 Bennett 


l ル は 目 を 覚まし た 。 サイ レン ト ヒ ル … 
… 近 く の 標識 に は そう 記さ れ て いる 。 


暖 を 取る た め 、 シ ビル は 通り に 面 し た 
カフ ェ へ 入る 。 店 内 を 見 回 す 彼 女 。 す 
る と 一 人 の 男 の 姿 が 目 に 入 つ た 。 







ウラ マ 著 に 勤務 する 到 人 ほ 置 察 官 
saC」 シ シビ ル の 周 億 。。 アビ ル と の 
関係 は 極め て 良好 な よる で 。 ふ 
の や り Ua が 内 中 の さ を 
司 及 る 。 た だ 、 シ ピ 財 還 計 わせ 
姓 は 「 す ぐ お 姉さん ぶる とら 
ろ が 珠 に 傷 らし い 。 


た ( 
シビ ピル は 男 が 目覚 め る の を 待つ こと に シビ ピル が 男 を 起こ そう と 手 を 伸ばし た 
し た 。 この 街 に 来 て 、 初 め て 出会う 人 の と 、 男 が 勢い よく 身体 を 起こ し て 目 
間 。 シ ピ ル は 内 心 、 ほ っ と し た 。 濾 の め る の は ほとん ど 同 時 だ っ た 。 


1 # 
1 1 


シビ ル は 腰 か ら 拳銃 を 外す と 、「 娘 を 
探し に 行く ] と 言う ハリ ー に 手渡 し 、 
自分 は 出口 を 探す た め カ フェ を 出 た 。 


| 


脱出 口 を 探し て 街 外 れ に 行く シビ ピル 
だ が その 目的 は 有 辿 くも 断ち 切ら れ た 。 
外 へ の 道 が 谷 に よっ て 塞 が れ て いる 。 


AIA RS 


ち 止 まっ た 。 そ の 影 は 徐々 に スピ ー ド 
全 4 を 上 げ 、 こち ら に 突っ 込ん で くる ! 
サイ レン ト ヒ ル の ほ ば 全域 に 生 | か er 2 
息 す る 犬 型 の クリ ー チ ャ ー。 極 | 
の 公 扶 で 、 獲 物 を 見 つけ る と 8 
笑 然 と 走り 寄り 、 友 力 な 台 で 対 剛 間 人 A) シビ ル に eu い ひな かっ た 
象 の 喉 笛 を 了 み ちぎ る 。 複数 B) ee の ao 導 
で 行動 する ケー ス も あり 、 そ の 
際 に は 絶妙 な 連携 を 見 せる 。 





化け 物 が 朋 い か か る 。 シ ビル は 間 一 臣 犬 に 似 た 化け 物 は シビ ピル の 脇 を 通過 し 
で が わす と 腰 に 手 を や っ た 。 8 て 去っ て いっ た 。 シ ピル は 反射 的 に そ 
は すでに ハリ ー に 手渡 し て いる ……-。 の 人 後 を 追う が 、 と て も 追い つけ な い 。 


寄り か 
か り 、 胸 を 押さ えて 叶 を 整え た 。 そ 
し て 再び 唆 の 中 へ と 歩み 始め る 。 


出口 が 封じ られ て いた こと と いい 、 先 し 提 
ほど の 化け 物 と いい 、 い っ た い 何 が 起 上 E 冨 婁 「 カフ ェ を 後に 」 
き て いる の だ ろう ? シビ ル は …-。 ei 


気持 ち を 落ち 着け た 
贈 心 細 さ が こみ 上 げ て 来 た 






ピル ほ " 
人 ム ) 気 約 ち 補記 ちち 尊 け 征 
回 》 ぬ 6H& 人 9 こめ 上 げ て 隔 息 


気持 ち を 落ち 着け 、 警 察 署 心 細 さ が こみ 上 げ て くる 。 軸 唱 が 見 つか ら な い . 
を 目指 す シ ビル 。 警 察 署 な 脱出 不能 な 無人 の 街 。 し ば 
ら ば 、 何 か 手がかり と な る し 悩ん だ シビ ピル は 、 何 ら か 
よう な 物 が 残さ れ て いる か の 情報 が 得 ら れる こと を 期 
も し れ な い 。 待 し て 、 告 察 暫 へ 向かう 。 








3-6 か ら 





/ 


受話 器 が 外れ て いる 。 ツ ヒ ルリ 半 話 突 人 の 気配 が する - 
を 耳 に 当て て みた 。 だ が 、 や は り 通 じ ル は 会 議 室 の 中 を 
て いな いよ うだ だ が 、 誰 も いな いよ うだ 。 


穴 署 を 後に し た シビ ル は 、 八 リー と 
話 を 思い 出し て いた 。 シェ リル と 
う 女 の 子 、 彼 女 を 探さ な けれ 


IAS 


に 着い た シビ ピル は 会 (aq 
っ た 。 と 、 同 時 に ガタ ン と いう 音 が し 
て 、 銃 を 構え た 男 が 現れ た 。 男 は …。 


- 過 構え た 拳銃 を 下ろ し た 
圏 シビ ル に 向け で 発砲 し た 


男 は ゆっ くり と 銃 を 下ろ し た 。 八 リ 
ー フイ ソン カフェ CIM(LC が 5 も が 邊 は 慌て て シビ ル の 元 [ 
うず い 避 ん 経っ た よう な 気 が す る 。 て きた 。 男 は ハリ ー だ っ た の だ 


川 向こう の 教会 で シェ リル が 保護 され 
て いる か も し れ な い 。 シ ビル は そう 考 
え 、 ハ リー と 共に 警察 暫 を 出 た 。 





街 外 れ に ある 小学 校 


は いる 。 シビ ピル は 何故 か それ を 確 
る と 、 小 学校 へ お き 始め た 。 


冷た い 風 に 触れ 続 5 けた せい か 、 ひ ど 
頭痛 に さい な まれ な か カ ビル は 2 階 
GED つ て LU つ た その と くき  。 | 
剛 ピア ノ の 旋律 が 聞こ ご えた 
左 少女 の 叫び 声 が 聞こ えた 








B ) 少女 の 史 び 声 が 聞こ えた 










[の か の 教室 か 
の メロ ディ 。 シ ビル は 引き 寄せ られ る 間 。 し さ 寺 喝 が 聞こ えた 。 シ ェ リ ル ・ 
シビ ル は 声 に 向かっ て 走り 出し た . 


よう に 音 の 源 に 進ん で いく 





| 叫び 声 の 方 向 へ 走り 続け る シ 


] シェ リル と 化け 物 ” ビル 。 そ し て ある 部 屋 の 前 に さ し か か 


CO き 、 ツ も 回 か を 知覚 し た 。 
第 四 章 で は 、 シ ェ リル が 化け 2 







物 に 命令 する 力 を 持っ て いる _ 馬 還 人影 を と ら えた 
て と が 明らか に な る 。 アレ ッ | 、 目 財 何 か が 足 に … 


サ の 魂 の 一 端 で ある シェ リル 
が 、 アレ ッ サ の 創造 物 で ある 
タリ ー チ ャ ー エ を 使 後 @ き る の 
は 、 当然 と いえ ば 当然 の 話 な 





ソ ビ ル は 知覚 し た 。 








扉 の 小 窓 の 中 を 人 影 が 横切っ た 気 が し 商 ぬる りこ 感 員 を 持つ 何 か が が 、 シビ ル の | 
た シビ ル は 、 迷わ ず 部 屋 へ と 入る 。 そ 議 
こ に は ひと り の 少女 が 仔 ん で いた 。 


シビ ル は シェ リル を 連れ 出 そ う 
が ける 。 シェ リル に 林 な 化け 物 を 見 
た か どう か を 尋ね る と 彼女 は ……。 


右 「 う うん 」 と 首 を 横 に 振る 
還 「 う ん 」 と 首 を 縦 に 振る 











うう ん 、 と シェ リル は 首 を 
横 に 振る 。 シ ェ リ ル は 運 が 
良かっ た の だ ろう 。 と も か 
く 、 て の ff& ハ リー の 人 て 
連れ て 行か が な けれ ば 


「 知 っ て る よ 。 で も あの 子 は 
人 間 を 襲っ た り し な いも 
ん 」。 シェ リル が 無邪気 に そ 
うっ 答え る の を 聞い て 、 シ ビ 
ル は 驚い た 。 


教会 に は 人 が いた 。 ダリ ア 
。 と 名 乗る その 女性 は シェ リ 
点 と 窓 の 外 を 見 や る と 、 外 は すっ か り ル が 病院 に いる と 告げ る 。 


加計 聞 に 包ま れ て いる 。 急い で 学校 を 山 よ 軸 還 シビ ル は 飛び 出し て いく 八 


うと する と 、 シ ェ リ ル が 口 を 開い た 。 





カフ ェ は 五 く 荒らさ これ て いた 。 お まけ 
に 見 た こと も な い 褐 色 の 化け 物 の 死体 
W まで ある 。 シ ビル は 


メモ 書き が な いか 、 シ ピ 
は 室内 を 調べ て みる 。 が 、 
それ らし き 物 は 見 当たら な 
い 。 シビ ル は シェ リル の 手 
を 取り 、 カ フエ を な 去っ た 。 





間 じ 模様 の 位置 臣 プ レー ト を 
は め る どい う ミ ニ ゲ ー ム 。 正 
『" 親 手順 は 以 衣 の 通 な 。 

( 表 : た 大 。② 緩 : テー 上 
3③ 赤 : 上 ー 右 


5 ん 


リー を 追っ て いつ た 。 


ル し は ハル リー の 手がかり 
を 求め て 再び カフ ェ へ と 戻 
つた 。 も し か し た ら 、 彼 は 
メモ くら い 残 し て くれ て い 
る か も し れ な い 。 0 

| リー に 追 と 、 彼 は 車 

れ 、 苦し そう に 呼吸 を 整え て い 
た 。 ど と こ か 具合 が 悪 そ うだ 。 


導 了 ・ | 
れ 途 切れ に 喋り な が ら 咳 き 込む お 八 


リー。 顔色 も 良く な い 。 息苦し さ を 訴 
えな が ら 彼 は ……。 


| (EX 具 ニッ ル 
] 激しく 咳 き 込 み 出し た 











いり 
A) 兄 び 還 し 伯 め 旬 
島 ) 還 し く 只 包 坊 癌 上記 


シビ ル は 化け 物 の 死体 を 調 


べた 。 銃弾 の 種類 か ら み て 
倒し た の は ハリ ー に 違い な 


い 。 彼 の 無事 を 願い つつ 、 ハリー は 激しく 咳 き 込 み 出 


』 シビ ル は カフ ェ を 出る 。 し た 。 口 を 竹 っ た 彼 の 手 に 
1 は 、 箇 が べっとり と 付着 し 

て いる 。 そ れ を 無造作 に 拭 

寺 取 り 、 彼 は 歩き 出し た 。 


呼吸 が : 

ハリ ー は 再び 話し 始め た 。 
シビ ピル は 少し 休む こと を 提 
楽 す る が 、 役 が 聞き 入れ る 
様子 は な い 。 


鳴り 響く 鐘 の 音 に 誘わ れ 、 シ ビル は 教 
会 を 目指 し た 。 人 リー か も し れ な い 、 
ある い は 他 の 人 間 か も し れ な い 


92 「 填 会 

も うり 0 とり で いい 、 と シェ リル は 言っ 
た 。 だ が こん な 危険 な 場所 で 彼女 を 置 
いて いく わけ に は いか が な い 。 

| 語 giAPk3 2474 が) 

圏 優し く 諭す 


ぬ ) 一 陣 し て 中 の りつ ける 
島 ) 価 し く 陣 ず 


こり は 、 早速 シェ リル 
5 を 上 げ て シェ リル | 


「 い いか ら 上 黙 りな さい 」 と シェ リル が 何 を 考え て い 
叱り つけ る 。 子供 ひと り る の か が は よく 分 か ら な 
を こん な 場所 へ 残し て い い 。 シビ ピル は 穏やか な 口 
く な ど 、 彼 女 に は 到底 容 調 で 語り か け 、 彼 女 を 優 
認 G さ A い C と だ の た 。 し く 論 し た 。 


W は どれ ほど 声 を 張り 上 げ て も 届か な し 


か も し れ な い 。 そこ で シ ピ ル は 


6-5 「 教 会 を は 
シビ ル は 再び シェ リル の 手 を 引い て 歩 

出 す 。 竣 は 相変わらず 深い 。 ハ ルリ ー 
の 手がかり も 全く な いま まだ 。 


] 階 の 受付 に 、 加 病室 の 
鍵 が あめ る は ず だ 。 そ れ を 
使っ て すべ て の 病室 を 調 
べ よ う 。 シ ビル は 階段 を 
降り 始め た 。 


巡 夫 


院内 放送 で 呼び か けれ ば 
すべ て の 病室 に 声 が 届く 
は ず だ 。 そ う 考 えた シ ピ 
ル は 1 階 の 受付 へ と 引き 
返し 始め た 。 


シビ ル は 受付 を 目指 す た め 、 先 ほど 上 
が っ て 来 た ば か り の 階段 を 駆け 降り て 























初め の うち シェ リル は 手 を 振り と こう 
と 抗 っ た が 、 し ば らく する と 大 人 し く 


な っ た 。 そし て こう RE al シェ リル と ニム 


第 七 章 に 入っ て すぐ の この 選 
| 択 肢 は 以降 の スト ー リ ーー 展開 
3 に 関わ る 重要 な ポイ ント で あ 
WW る 。 ここ の 選択 肢 で 行き ま 
| ~ し ょ う :…」 を 選ん だ 場合 は エ 
ン デ ィング タイ プ A の ルー ト 
へ 、 「 交 よ な ら …」 を 選ぶ と タ 
イプ C へ 進 お むこ と に な る 。 






きま よう 


し ば らく 進む と 水 斉 が 聞こ えて きた 。 た だ あて も な く 歩 き 続け る 彼女 た ち 。 
水 が さ を 増し た 用 水路 が 、 池 江 し た 川 シェ リル は 谷 いた まま 、 黙 っ て シビ ル 
の よう な 危険 こ な っ て いる の あと を つい て き て いる 。 


3 ) 半 用 

轟 々 と 流れ る 用 水路 を 見 て いた シ ピ ル し ば らく する と シェ リル が 疲労 を 訴え 
は 、 水 路 の 中 に 人 影 を 見 つけ た 。 シ ピ 。 無理 も な い 。 まだ 7 歳 の 子供 な の 
ルル が 見 つけ た 人 影 は .…- c。 シ ビル は ベン チ で 休息 を と っ た 。 
右 少女 が 湖 れ で いる 間 凍え な いよ う 少 女 の 体 を …… ! 
較 少年 が 泥 れ て いる 賠 休む た め の 安 全 な 建物 を …… ] 






















水流 の 中 に は ひと り の 少女 の 姿 が あっ シビ ピル は シェ リル の 身体 を 抱き 寄せ 


た 。 


じい 
流さ 








少女 は 小さ な 突起 に し が みつ き 、 頭 を 所 で て いる 。 や が て 、 シ ビル に 急 


れ ま いと 必死 に が ん ば っ て いる 。 


旧 水流 の 中 に 見 つけ た 人 影 は 、 ひ とり の 較 較 0 ビル は 暖か な 場所 を 探す た め 、 シ ェ 
| 少年 だ っ た 。 シェ リル は シビ ル の 手 を 較 較 リル を 残し て 歩き 始め た 。 半開き の ガ 
振り 払い 少年 に 向かっ て 走り 出す 。 | レー ジ を 見 つけ 、 ベン チ に 戻る と …。 


)「 崎 時 = 1 『 朋 
人 影 を 助け よう と し た シビ ル は 、 自ら 議 識 | 身体 が お か し ] が 邪悪 な も の が 
も 激流 に 飲ま れ て いく . と し た 意 條 還 mm 有休 を 浸食 し て いる 。 シビ ピル は 分 像 し 
識 の 中 で 彼女 が 聞い た 声 は ……。 て いく 意識 を 止め る こと が で き な い 。 













シビ ピル は シェ リル と 繋い で いた 手 に 違 
和 感 を 感じ り 、 そ ちら を 見 や る 。 シビ 
が 握っ て いた も の 、 そ れ は ……。 


右 緑色 の セ ゼリー 状 の 物体 だ っ た 
| 画 見 党 え の ある 薄 汚れ た 人 形 





受付 へ と 降り て いく 途中 、 シ ビル は 2 
階 で 足音 を 耳 に し た 。 8 階 の 突き 当 た 
り に は 少女 らし まき 人 影 が 立っ て いる 。 





少女 の 放っ た 光 の 弾 は ハリ ー を 直撃 し 
た 。 シビ ピル は ハリ ー に 駆け 寄り 、 上 半 
身 を 抱き 起こ し た 。 ハリ ー は …-。 

研 それ きり 動か な く な っ た 
國 少女 の こと を 語り 出し た 
園 大 きく 目 を 開い た 


シビ ル が 握っ て いた の は 緑色 で ゼリー 
状 の 物体 だ っ た 。 そ れ は 指 の 間 を すり 
抜け 、 糸 を 引き な が ら 落 ち て いく 





| 見 覚え の ある 薄 汚 れ 
| 識 し た 瞬間 、 週 去 
| する 。 封印 し た は 


シビ ル は 降り 続け 
か に 座り 込み 、 
て が 狂っ て いる … 





され て ゆく 。「 や め る ん だ 
っ リル し で れれ | | 


「 あ の 少女 は シェ リル じゃ な 

・」。 それ だ け 言 い 残す と 、 

ー は 絶命 し た 。 シ ビル 

は ハル リー の 血 に まみ れ た 手 
で 銃 を 掘り し め る 。 


シビ ル が 
それ きり 動か が がく な っ た 。 シ ビル は 血 
| まみ れ の 手 で 拳銃 を 握り し め る 。 


は 、 後 の 力 を 振り 絞っ て に 
奇 る ハリ ー に 止め を 刺す と 、 る の 
を シビ ピル へ と 移し た 


厚 気力 を 振り 絞り 逃げ る | 
| 較 戦う し か な い 


1 
し 










3 





ーー の : 
空しい 勝利 を 得 2 未 較 する と 少 少女 目指 し て 






BN の な zo の 
る と いう エン シディ ング で ある 。 と と 、 階 段 を 目指 し て 必 上 する 少女 の 手 の ひ 


の エン ディ ング タイ プ ブ で 入手 で き 0 だ が 、 い くら 走っ に は 、 ハ リー を 絞 し た 光 の 
る カー ド は 「CEMETERY( 柱 地 )」 て も 階段 は 見 えて こない 。 旨 絡 が 作ら れつ つ あ っ た 。 
「HARRY (ハリ ー)」 の 2 枚 。 較 ( 


ビル は 立っ て いた 。 この ドア を 開け れ 
N ば すべ て の 疑問 は 整理 され る ……。 






nrwpyya 
四 上 知ら ぬ 男 だ っ だ 


lot 


人 8) we を 


それ は 紛れ も な く ハ リー だ 瞳 リー で は な い 。 小太り の 中 年 男 。 シ 
則 昌 ル は 大 声 を 上 げ て 彼 を 呼ぶ 。 だ が 、 蘭 問 織 に ル は 男 を 呼び 止め る が 、 彼 は と ちら 
| リー は 淡 の 中 に 消え て し まっ た 。 半 細 昌 を ちら と 見 や る と 外 へ 出 て いっ た 。 


男 を 追い か け よ うと し た シビ ル は 、 足 較 講 
元 に 誰か が 倒れ て いる こと に 気づく 。 還 議 


OUCUS 9 
ASS ン ビル 編 の エン ディ ング タイ ブ A で 獲得 で きる カー 


ド は 以下 の 通り 。「KEY (病院 の プレ ー ト )」 
「MUSIC ROOM (小学 校 音楽 室 )」 「AQUEDUCT 
(用 水路 )] 「ELEVATOR (エレ ベー ター)」 の 4 枚 。 













7 に 15 から. 
(54 ペー ジ ) 





長い 長い 廊下 の 突き 
ン ビ ル は 月 隊 と する 
| な が ら 扉 へ 向かっ 


ジ ツ ビ ル は 思う 。 
ん ) まだ 六合 うつ … 量 ご マ 
B ) 袖 て 、 行 っ て いい も の か … 
C) な る よう に な れ … 





と に デー 2 
蘭 議 い に 力 尽 さ た 炎 が 彼女 の 皮膚 議 識 剛 旨 の 0 受け と 
m を 佳 が し て ゆく 了 ・ の 


に 崩れ る よ 
こ 倒れ た 。 体 を 包み 込む 。 


THE END C-2 





シビル が 焼死 体 で 発見 され る と いう 、 な ん 
と も 凄 公 な エン ディ ング タイ プ C-8。 この 
エン ディ ング で は 「CYBILE (シビ ル )]」 の カ 
ー ド を 獲得 で きる だ ろう 。 





THE END C-1 


- 悪夢 が 再び 繰り 返さ れる 。 それ を 知 
~ りな が ら 伝え られ な い 、 と いう エン 
ディ ング 。 ここ で は 「CHERYL ( シ 
ェ リ ル )」「HEH FATE (シビ ル の 分 
岐 チャ ー ト )」 の 2 枚 が 手 に 入る 。 


病室 の 鍵 を 手 に 入れ る た め 、 1 階 ま で 
降り た シビ ル は 、 1] 枚 の 扉 が 開け 放 た 
れ て いる こと に 気づく 






この 扉 は 先ほど まで は 鍵 が 掛か っ て い 
て 開か な か _ 





10 


ドア を くぐる と まばゆい 光 が シ ビル を 
包 お 。 伺 の さえ ずり 。 懐 か し い 匂 い 。 
こと は 訪れ た こと が ある … 


> 


部 屋 で は な い 。 地下 へ 向かっ て 伸び る THE END B-2 
| 階段 だ っ た 。 明か り が な いた め 確 認 は が 間 
き な い が 、 恐ろし く 長 い の だ ろう 。 


| 


計ら 部 と | 好 ミ RY 。 


BI 


祖父 母 が 眠っ て いる 同じ 幕 地 に シビ 
ル 自 身 の 墓標 が 建て られ て いる と い 
う 結末 。 こ こ で は 「DAHLIA (ダリ 
ア )」 と 「GROANER (グロ ー ナ ー)」 
の 2 枚 の カー ド を 入手 可能 。 
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ゞ mS 






長い 長い 階段 の 奥底 は 熱気 に 包ま れ て 
熱 で シ ピ ル の 衣 肖 
は 全身 に 広がっ た 








関 目 が 覚め た 時 、 シ ビル は カフ ェ の ソフ 訂 計 
ァ に 座っ て いた 。 傍ら に は シェ リル が 困 
立ち 、 降 り し きる 寺 を 眺め て いる 


肌 


・ 完 ぶ 且 





気がつく と カフ ェ の ソフ ァ で 眠っ て いた …… と いう 一 見 、 夢 落ち 


か と 思え る エン ディ ング 。 こ の エン ディ ング タイ プ B- ] で は 
「TELEPHONE (電話 )] の カー ド の み の 入手 と な る 。 


YU 人 中 る 





多く の 謎 を 残し 収束 し 
た か に 見 える サイ レン 
ト ヒ ル 事 件 。 だ が 、 ハ 
サー ポメ 5 た ジジ シ ョ ジン ビ 
ル ・ ベ ネッ ト 両 名 だ け 
が 被害 者 な の で は な 
い 。 こ の 街 は さら な る 
生け 細 を 求め て いる 。 












【g0 lo) いこ) 1 Bey 


ーー 下 ( 追 天 : ジ ナ リ 
wc  「 プ レイ ノベル サイ レン ト ヒ ル 」 で は ハリ ー 編 、 シ ビ 
-: ル 編 の 他 に 、 モバ イル アダ プ タ G B を 使用 する こと で 
「 少 年 編 」 と いう 追加 シナ リオ を 楽し むこ と が で きる 。 
少年 編 は | 春 ・ 夏 ・ 秋 ・ 冬 」 の 全 4 部 で 構成 され て いて 、 
” 2001 年 5 月 現在 で は [少年 編 : 春 ] を ダウ ン ロ ー ド す 
0 る こと が で き 、 残り の | 夏 ・ 秋 ・ 冬 | の 3 シナ リオ は 季刊 
os 本 人 展 持 定 ど が から で る, 大 ウシ ロー ド ど いう こと で 、 
本 編 で は 語り つく せな か っ た ハリ ー 編 、 シ ビル 編 で の 





な 情報 に 触れ る こと が で きる 。 ま た 、 少 年 編 を クリ ア 
する こと で 入手 で きる カー ド の 存在 も ポイ ント - Po ツィ 
プリ ー ト の た め ぬ め に yr と いえ る 。 





伏線 が 明らか に な る な ど 、 サ イレ ント ヒル の ディ ー ブ 


[ひな < くだ < う /=4 リ /= お 


少年 編 :. 春 で は 、 ハ 
リャ 達 が サイ レン ト ヒ 
ル に 行く 直前 か ら ス タ 
有一 ト ず る 





0 が: 1 ひ た っ の 和 pd 
ァ テ ィ 。 彼 は ハリ ー の 
家 の 隣 に 住む 7 歳 の 少 
年 で ある 


ゃ 2 osa 

シナ 1 飽き も せ ず 窓 か ら 外 を 眺 
yr 7 の 遇 ける 年 人 の お 上 
な (qclutouEUICsoicto 基 較 レン 人 必 当て は 隣家 に 住む ひと り 








ーーーー 画 モバ イ ル ア ダ プ タ GB この] 


モバ イル アダ プ タ G B で の ダ ウン ロー ド は 右記 の 手 
順 で 行なう ( モ パ イル アダ プ ブタ G B その も の の 設定 に 
つい て は 、 マ ニュ アル 等 を 参照 し て も らい た い ) 。 基 
※ 本 的 に は 、 画面 の 指示 に 従っ て いれ ば 良い の で 特に 間 
se 題 は な い だ ろ う 。 た だ 、 注 意 し た い の は 追加 シナ リオ 
" の 課金 制度 に つい て 。 追加 シナ リオ は ゲー ム ボ ー イ ア 
ド バ ン ス の 内 蔵 メ モリ ー に 記録 され る た め 、 一 度 電源 
を 切る と 消え て し まう ( シナ リオ デー タ の み 。 カー ド 獲 
得 情報 は 消え な い ) 。 再び 遊ぶ た め に は 、 ダ ウン ロー 





ウン ロー ド に つき 20 円 課金 され る 。 余 計 な ダウ ン ロ 





残 量 くら い は 確認 し た ほう が いい だ ろう 。 


調 中 き g 中 RCrTiaH で へ C 小 
, な 斗 ニ 王 党 胡 全 


記 (YW 吉 壁 編 柚 





ド し 直す 必要 が ある の だ が 、 追加 シナ リオ は 1 同 の ダー 


ー ド を 減ら す た め に も 、 ダ ウン ロー ド 前 に バッ テリ ー 





年 春 柱 5 記 
ー の デー は 各 料 で す に 
受信 が 和 終了 し た 時 点 で に 
2 円 (おか り ます の 
よろ し いで す 

を 
いい いえ 2 
和 
も 
円 





の ( 紅 聞 NS メー ロ い さい な 





Analysis Oi 
貼 e6 Repori 


eaSe 03 
BOY:ODTIN ど 











毎朝 8 時 に な る と 自 毎朝 の 日 課 。 隣 の 家 の 少 女 の 姿 を 見 る 
二 に 寂 か ら て と 。 だ が 、 ア ン デ ィ は 見 る だ け で は 
ト に: に 満足 で き な か っ た 。 友達 に な り た い 。 









裏庭 に シェ リル の 姿 を 認め た アン ディ 
は 、 つ い に 彼 女 に 声 を か ける こと を 決 
心 し た 。 彼 は ……。 


シェ リル に 近づき 声 を 掛け る 
因 深呼吸 じ 心 を 落ち 着 か せる 





アン ディ が 声 を 掛け よう と し た 章 那 、 アン ディ は 心 を 落ち 着 か せる た め 、 目 
玄関 の ドア が 開き 彼女 の 父親 が 現われ を つむ おり 、 深呼吸 し た 。 だ が 、 再び 目 
た 。 シェリル は 父 と 会 話 を 始め る 。 を 開く と 少女 の 姿 は 消え て いた 。 


こっ そり と 車 に 乗り 込ん だ アン ディ は 
見 つか ら な いよ うに 息 を 殺し て いた 。 
その 時 、 車 体 が 大 きく 揺れ て 


少年 編 : 春 で は A-1.A-2 ど ちら 
の エン ディ ング に 到達 し た 場合 析 林 還 Aida M 
も 「FIRST SIGHT ( 窓 越 し の シェ リル が 行方 不明 に な っ て いる こと 
アン ディ )」 の カー ド を 獲得 で 5 し た アン ディ は 、 彼 女 を 探 
きる 。 す た め 街 を 歩い て いた 。 その と き - 


峰 後ろ か ら 誰か の 足音 が 聞こ えた 
骨 ア ン デ ィ の 立っ て いた 崖 が ーー 一 


テ 
等 ミ 





の と 合 ー。 


A) 仏 る かち 回 か の 
角 狂 下る 


B) アッ テマ 859 っ つて 5 


春 -7 8 


コン クリ ー ト を 叩く ロー ファ ー の 音 。 軸 急激 に 崩れ 落ち て いく 足元 。 勾 配 を 転 
シェ リル だ ろう か が? アン ディ は 、 振 が り 落 ち た アン ディ は 、 身体 を 打ち つ 
月 り 向 こう と する か 身体 が 動か な い 。 了 議 け 、 し ば らく その 場 を 動け な か っ た 。 


ei| 








よう か 個人 的 に も 非常 


2 あい 0 


た だ 、 制作 が 終了 し た 時 、 どう 。 
0 了 の 遇 了 克 能 を 拉 て いい 
ん で す 。 フ レイ ステ ーション 2 (以下 PS2) 
が 発表 きれ た の は ちょ うど そん な 時 で し 
0 そこ で 、 プ ラッ ト フ ォ ー ム を PS2 に 移 
- し て 、 前 作 で は 出来 な か っ た 映像 表現 に 柄 
極 的 に チャ レン ジ し よう 、 徹 研 的 に 世界 観 
に こだわ っ た も の を 作ろ う 、 な 
「 サ イレ ント ヒル 2 」 の 企画 が スタ ー ト し 
6 まし た 、 
回 | サイ レン トド ヒル 24 は 前 作 ど 比較 し て どの 
よう な が ゲ ー ム 内 容 に な り ま すか 2 
回 3 基本 的 に ゲー ー ム 性 は 前 作 と ほぼ 同じ で す 
が 、 前 作 を 改良 、 改 矢 し た 部 分 も いろ いろ あ 
り ま す . 特に 今回 は アク ショ ン 要 素 無 じ で 
プレ イ で きる モー ド を 用 意 し て いる の で 、 
この 手 の ゲ ー ム を 散 閣 し で いた 人 に は ぜ 
- ひ 、 プ レイ し て も らい た いで すず ね 、 震 解 き 
に 関し て も 3 つの レベ ル か ら 選 択 で きる よ 
- う に し て いる の で 、 途 中 で 行き 語 ま っ て 工 
め な く な る 、 と いう こと は 少な いと 思い ま 
す 。 操作 台 に 関し て は 前 作 と 同じ も の 以 交 
友 ス ティ ッ ク を 倒し た 方 向 に 主人 公 が 
動く . いっ た 操作 系 も あり ます 、 また 、 
_EASY ド で は アク ショ 0 区 2 

































に 1 














































1 ル た もの に する 子 定 で す 。 (人 

公 の 視点 で 周 昌 を 見 渡せ る サー チ 
用 意 し まし た 。 さ の 所 江 で や 有 ス ティ クー 
を 動か す と . 音 だけ を 動か し て 任意 の 方 向 . 
を 見 る ご と が 出来 ます . 天井 を 見 上 げた り 
よる の ほる 新鮮 @ ま よー 

- ロ 前 作 と の 関連 性 は ある ん で し ょ うか が 訟 3 

貼 4 サイ レン ト ヒ ル 』】 と 『 サ イレ ント ヒレ 
は 全く 交 の 物語 と し て 考え て いま す 
は サレ ント セル と いう 大 き な 地 域 の 別 の - 
ブロ ッ クタ とめ ぬう 設 定 に な っ て いま す 0 
曽 作出 て で きた 場所 が 存在 する ご . 
っ また 、 時 代 設定 や キャ 、 
も まっ た くり ンタ し じ て い ませ ん 。 で すか ら 
細 ち は うぶ ポ り 人 識 作 は 史 組 の も の 
し て 朱 し ん で ぐだ さい . 

【 玉 ! サ イレ シト ヒル 5 は 1 了 画 に 近い CC 
と いう た 方 向 べ 進 お の で し ょ う が ? 、 . 

回 5 「 サ イレ ント ヒル 2 』 の 世界 観 を 伝え る に 
- せ は 、 映 画 の よう な フィ ルム 的 な 質感 が 一 番 
し っ ぐり くる と 考え て いま す 。 そ の た め 
CG っ ぽ さ を 極力 排 し た 総 作 り を 心がけ て 
ます 。 そう いう 意味 で は [映画 に 近い ゲー 
ム ] と 言 を る か も し れ ま せん ね . 

に 思 XBOX 版 の 発売 も 予定 され て いる と いう こ 
と で す が 、BSg 版 と の 仕様 変更 や オリ ジ ナ 
上ル 襲 素 な ど を 攻 え て お られ ます か ? 

店 6 XBOX 版 だ け の 追加 シナ リオ を 予定 し て い 
ます .。 また . 現 役 階 で は まだ 不 陀 定 で すず が 、 | 


PS2 と XBOX の k め た の ビ evr ne で NN の 
5 RMA ゲー ム ボ エイ アド バン ス 用 ソフ ト [ ブ 


ジュ アル 面 で の 仕様 変更 も 有り 得 ます し 、 
レイ ベル サイ レン ト ヒ ル 
ゲー ム 性 に つい て も PS2 版 か ら あ る 程度 調 < 人 mW 
敬 が 入る か も し れ ま せん 。 6 | 2 (プレ イス テー ショ ン 2 ) を 銀 意 抽 
し 缶 黒 後に BS ら 版 1 サイ ル ジ ド E ル 2 | の 、 ぜ 人 の こと 。 
注目 し て 飲 じ い 点 を 教 宙 @G く だ さい 。 


庁 フ や は り 、 映 像 表現 に 注目 し て 欲し いで すね . 

PS2 だ か ら こ そ 可 能 に な っ た 霧 、 暗 、 そ し て 
影 の 表現 に よっ て 、 よ り 深 く ゲ ー ム の 世界 
に 人 人 り 込 め る と 思い ます 。 もう -… つ 注目 し 
て 欲し い の は シナ リオ 。 こち ら あ も 洗練 され 
た も の に な っ て いま す .。 プレ イ 後 は 皆さん 
の 心 に 何 か が 突き 刺さ る こと で し ょ う , 


し KR 9 | LE 








ゲー ム 内 容 に つい て の 電話 に よる 問い 合わ せ は 、 
ー 切 受け つけ て お り ま せん 。 御 了承 くだ さい 。 
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